
１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

（１）　特定非営利活動に係る事業

実施 支出額

日時 (千円)

主として航空機を利用し、沖
縄県離島、過疎地等、救急医
療を必要とする人々に対して
これを無償で行う。

通年 143,635

MESH活動を市町村や企業と
タイアップし、各種イベントに
おいて会員募集活動、募金
活動を実施。インターネット等
も活用

通年 274

ＩＣＴ技術を活用した健康管理ｼｽﾃﾑ
やGPS位置情報取得ｼｽﾃﾑなどを用
いて、沖縄北部離島地域を中心とし
た地域住民が安心して元気で暮らせ
る環境づくりを行う。

通年 0
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特定非営利活動法人　メッシュ・サポート

沖縄県民、来
沖商用者、観
光客

０人

事業名

定款の

場所

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

人数

従事者の

沖縄県民

沖縄県民、来
沖商用者、観
光客

範囲及び人数

受益対象者の実施
事業内容

MESH事業支援
募金活動

MESH事業

地域医療支援ボラン
ティア活動の普及、
啓発

４人

４人

沖縄全島

沖縄全島

地域災害ボランティア
活動の普及、啓発

僻地・離島住民に対
する医療支援

沖縄全島

平成25年12月27日より北部振興事業による「北部地域の安全・安心な定住条件整備事業」を事業化。同事業の一

環として、メッシュ救急ヘリを救急搬送、僻地・離島への専門医や代診医の派遣、災害時の医療支援、遭難・海上事

故時の捜索など、多目的に活用することにより医療環境改善と医師確保を図る「多目的ヘリ運航支援事業」が開始

（事業期間は平成25年12月27日～平成29年3月31日）し、 今年度の活動成果として296件（法人設立より通算1,301

件）の航空医療活動を実施しました。

平成29年度以降の「多目的ヘリ運航支援事業」については、平成29年度の初夏の候に北部広域市町村圏事務組

合にて、運営形態や参画自治体などをふまえ協議されます。

啓蒙活動については、昨年度に引き続き、県内民放テレビ局による無料CMの放送や行政施設・教育施設等への

ポスタのーの設置、県内スーパーでの呼掛け、チャリティーコンサートの開催等の啓蒙活動に取り組んでまいりました。

しかし、県外の大規模震災における被災地への支援や、県内の心臓移植手術を必要とする方への支援の影響を受

け、目標とする寄附に至りませんでした。（目標6,500万円。寄附額5,700万円）

次年度は、これまで北部地域基幹病院整備推進会議にて推進されている北部基幹病院の採否について、沖縄県

が方針決定する予定があり、今後の沖縄県北部地域の医療体制に大きく影響が出る事が予想されます。当法人とし

ては、これまでと同様に地域に必要とされる航空医療活動に尽力しつつ、環境変化に適応できる体制づくりに取り組

んでまいります。
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（２）　その他の事業

実施 支出額

日時 (千円)事業名

定款の

その他上記に付帯す
る支援、企画、運営、
コンサルティング事業

主として航空機を利用
した救急医療事業の
調査・研究及び情報
提供

事業内容
実施 従事者の 受益対象者の

場所 人数 範囲及び人数

会員等の親睦を図る
事業

各種イベント企画、運
営

建築設計及び監理の
請負

MESHブランド、サブ
ブランド開発、商品企
画、販売
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（単位：円）

現金 56,731 短期借入金 30,600,000

預金 644,057 未払金 1,930,377

商品券 275,341 預り金 874,028

未収入金 23,040,000

仮払金 562,280 33,404,405

24,578,409 33,404,405

（１）有形固定資産

建物附属設備 74,395

車両運搬具 1

工具器具備品 1,987,317

（２）無形固定資産 0 20,148,855

（３）投資その他の資産 △ 17,361,138

差入保証金 9,552,000

11,613,713 2,787,717

36,192,122 36,192,122

平成２９年３月３１日現在

特定非営利活動に係る事業会計　貸借対照表

科 目 金 額

特定非営利活動法人　メッシュ・サポート

科 目 金 額

１．流動資産

Ⅰ　資産の部

１．流動負債

Ⅱ　負債の部

負債及び正味財産合計

正味財産合計

流動負債合計

負債合計

資産合計

固定資産合計

２．固定資産

流動資産合計

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産
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